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第 1号 議案

平成1 7年 度事業報告書
(平成17年4月 1日から平成18年3月31日まで)

1 概  況

島村俊充会長 (第7代)が 就任すると同時に新体制人事となり、湯浅紀男前会長からの事業を継承しつつ、より公益性の高い

事業を展開するため模索、検討を重ね実施することに努めました。その一つとして、女性部会創立 30周 年事業として、「羽田
健太郎ピアノファンタジーJを 開催して、管内の小学生高学年から中学生約 500名 を招待し、本物のクラシック音楽に触れる
機会を提供すると共に約 1500名 の観客を集める大事業を成し遂げることができました。
平成17年度において特筆すべき事業活動等は、①各市民まつり等で 「松戸法人会」の知名度向上に努めていますが、広報委員
による現場での取材等で更に充実した内容の 「会報Jに なりました。また、「税金クイズ」を出題して 「税」の意識向上に寄与
しました。②平成 18年 度税制改正において、中小企業等にとって影響を及ぼす事項が適用されることから、「地域別研修会」
を積極的に企画 して周知を図りました。「電子申告 ・納税システム」 (e  T a x )の推進にも力を注ぎましたが、まだ改善点が多いた
め次年度も引き続き推進していく予定です。③ 「新規加入法人税務研修会J「加入2年～3年法人税務研修会」を開催して、税務
講習会終了後に 「法人会」に対する意義を話し合いました。
事業を充実させるため、税務当局をはじめ、関係友誼団体及び福利厚生制度協力企業と密接な連携を図りおおむね事業計画書
どおりその目的を果たすことができました。

2 組  織

全国組織を擁してる 「法人会」は、現在 110万 社台の会員数を堅持することに道進し、県連、単会もそれに呼応して、会員
の退会防止に努めながら現会員数を堅持してはいるが、年々財政基盤が低下している現実は否めないことから、積極的に会員増
強には取り組み組織 ・財政基盤の再構築を図ることが必須であると考えます。
それには、事業活動において原点である 「税」に関する活動に軸足をおきながら公益性の高い事業を展開して、会員の資質向
上と法人会活動の充実に努めなければなりません。

今年度の会員増強結果については、支部役員一人 1社 を目標に展開しましたが、増強月間の起動が非常に緩やかで困難を極め
た結果になるのではと心配しましたが、なんとか最後の追い上げで千葉県連においての達成率12133%と銅賞に輝くことができ
ました。組織委員会において、褒章基準を検討し特別賞を設けた成果が効したのが要因として考えられます。また、組織拡大に
は役員の方々の地道な努力に頼らなければならないのが現状です。

3 主 な事業

(1)平 成18年度の税制改正については、役員からの意見要望をとりまとめ、審議検討した結果を県連を通じて要望し、全法連の
総意として政策関連者等へ要望しました。
(2)社会貢献活動を今一度見直し、審議、検討を重ねた結果 「租税」に傾注する方向性を決議して次年度から実施する運びにな
りました。

松戸市教育委員会からの企業訪問受け入れに協力して総合学習の一助を担いました。
松戸市立中学 3年 生を対象に 「みんな一緒に考えるのだ !」のマンガ本を配布して 「納税意識の向上Jに 寄与しました。

(3)新 設法人に対する税務講習会10回をはじめ、決算期別税務講習会13回、税務 ・経理相談24回、年末調整説明会1回、講演会7
回、実務者研修会16回、会員増強研修会6回、地域別研修会8回、「青法税会」合同研修会2回、新規加入法人税務研修会1回、加
入2年～3年法人税務研修会を実施して、会員の企業経営に有益な事業を開催しました。
(4)青 年 ・女性部会は、県連及び全法連の事業に呼応し、講演会、研修会、企業見学、県外法人会との交流等、部会活動の充実
発展と親ぼくを図りました。

女性部会創立 30周 年記念事業 「羽田健太郎ピアノファンタジー」を開催して小中学生を招待する等、また 「忘年懇親会&
チャリティー」を開催して公益性を高める活動を展開しました。
「税を考える週間」では、女性経営者として、署幹部職員と座談会を開催して理解を深めました。
(5)広報活動においては、「健全な納税者とよき経営者の団体」であることを基本とし法人会会報を計画どおり6回 (No177～182)
発行しました。役員には毎月 「ほうじん」と 「全法連1青報Jを 配布し有意義な情報を提供しました。看板関係においては、維
持管理に努めました。

(6)鎌 ヶ谷市民夏まつり、松戸まつり、新松戸まつりや流山まつりに法人会として参加して納税意識の向上、地域社会貢献に努
めるとともに 「法人会」の知名度向上を図りました。
(7)「 所得税確定申告期」には、早期提出と 「自書申告」を呼び掛けるとともに初日提出 (2月16日)に 協力し、「税のたより」
を 1万枚配布しました。

確定申告期における松戸駅での署外収受の案内を青年部会が協力しました。
(8)福 利厚生制度を推進するため 「福利厚生推進協議会」「法人会親睦ゴルフ大会」を開催して企業及び経営者の保全の意義に
努めました。

(9)法 人会成人病健診については、23年目を迎え例年どおり3会場14日間に渡って実施しました。

4 詳 細な事業活動報告

平成17年度の事業計画書に基づいて実施した詳細な実績は、別記のとおりです。
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年 月  日 会 議 の 内 容

17 5 第31回 通 常総会

1 諸 会 議

( 1 ) 通常 総 会

( 4 )委   員   会

イ 総 務 委 員 会

言己

( 5 )部   会

イ 青  年  部  会

ハ 研 修 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

7

6

9

3

19

29

26

27

第 1回 研 修委員会

第 1 回 小 委 員 会

第 2回  研 修委員会

第 3 回   〃

(2)理   事   会

年 月  日 会 議 の 内 容

17 4

4

6

8

12

2

1 1

13

24

8

12

13

第 1回  常 任理事会

第 1 回 理 事 会

第 2回  常 任理事会

第 3 回   〃

第 2 回理 事 会

第 4回  常 任理事会

二 組 織 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

7

10

1

3

27

26

27

24

第 1回  組 織委員会

第 2 回   〃

第 3 回   〃

第 4 回   〃

( 3 ) 正副 会 長 会

年 月  日 会 議 の 内 容

17 4

6

8

10

12

2

1 1

13

8

11

12

13

第 1回  正 ・副会長会

第 2 回    〃

第 3 回    〃

第 4 回    〃

第 5 回    〃

第 6 回    〃

ホ 広 報 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

6

8

1 0

12

1

3

7

2

4

6

10

28

第 1回 広 報委員会

第 2 回   〃

第 3 回   〃

第 4 回   〃

第 5 回   〃

第 6 回   〃

へ 厚 生 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

6

7

3

23

29

22

第 1回 厚 生委員会

第 2 回   〃

第 3 回   〃

年 月  日 会 議 の 内 容

17 7

9

11

12

3

4

6

1

6

29

第 1回  総 務委員会

第 2 回   〃

第 3 回   〃

第 4 回   〃

第 5 回   〃

卜 合 同 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

17 正高J・組織委員 ・9ブ ロック長会議

口 税 制 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

5

10

S

11

3

第 1回  税 制委員会

税制改正要望陳情 (流 山 )

〃   (鎌 ヶ谷)

〃   (松  戸 )

第 2回  税 制委員会

年 月  日 会 議 の 内 容

4

7

9

2

4

2 2

11

30

6

監 査  会

第2 5 回定 例 総 会

第 1 回 役 員 会

第 2 回役 員 会

第 3 回役 員 会
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年 月  日 会 議 の 内 容

17 4

5

6

7

8

10

3

7

7

19

10

1

3

2 4

17

8

第 1 回 役 員 会

監 査  会

第3 0 回 定 例 総 会

第 2 回 役 員 会

第 3 回 役 員 会

第 4 回 役 員 会

第 5 回 役 員 会

第 6 回 役 員 会

第 7 回 役 員 会

口 女  性  部  会

(6)監 事

(8)支 部関係会議等

年 月  日 会 議 の 内 容

8

9

1 1

2

1

2

5

23

31

12

13

29

30

1

3

6

6

7

8

12

14

14

24

26

27

27

2

10

17

22

24

25

25

25

30

12

13

14

25

13

22

15

16

17

18

22

27

東部ブロック役員会

明第 2支部役員会

流山中部支部役員会

小金ブロック支部長会議

流山第 2・ 北部支部合同役員会

流山中部支部役員会

新松戸支部役員会

鎌ケ谷支部役員会

小金西支部役員会

小金東支部役員会

常盤平西支部役員会

西馬橋支部役員会

中央第2支部役員会

古ヶ崎支部役員会

流山東部支部役員会

河原塚支部役員会

根本支部役員会

明ブロック 「親睦ゴルフ大会」

六実支部役員会

松飛台支部役員会

五香支部役員会

流山ブロック支部長会議

小金原支部役員会

明第3支部役員会

中央第3支部役員会

明第3支部役員会

中央第 1支部役員会

明ブロック 「バス研修J

古ヶ崎支部役員会

小金東支部役員会

中央第2支部役員会

流山ブロック支部長会議

流山東部支部役員会

西馬橋支部役員会

新松戸支部役員会

明第2支部役員会

流山東部支部役員会

中央ブロック 「バス研修」

流山ブロック役員 「バス研修」

西馬橋支部役員会

新松戸支部役員会

流山第 2・ 北部支部合同役員会

中央第2支音ほ役員会

中央第1支部役員会

鎌ケ谷ブロック支音ほ長会議

ハ 実 務者研修部部会

年 月  日 会 議 の 内 容

17 ‐７

　

２０

　

６

第2 1 回 定 例 部 会

第 1 回 幹 事 会

第 2 回   〃

年 月  日 会 議 の 内 容

17 4 監 事

(7)関 係民間団体長会議

年  月   日 会 議 の 内 容

17 4

6

7

9

1 0

1 2

1

19

20

25

22

18

7

17

第 1回  関 係民間団体長会議

第 2 回     〃

第 3 回     〃

第 4 回     〃

第 5 回     〃

第 6 回     〃

第 7 回     〃

年 月  日 会 議 の 内 容

17 4

6

7

２６

３

９

‐０

２ ２

４

６

７

‐２

‐９

馬橋支部 「親睦ゴルフ大会」

流山ブロック総会

新松戸支部役員会

流山第3支部総代会

五香 ・六実ブロック 「バス研修」

流山ブロック支部長会議

中央第1支部役員会

明ブロック支部長会議

鎌ケ谷ブロック総代会

馬橋支部役員会
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(9)そ の他の会議

年 月  日 会 議 の 内 容

17

18

7

2

2 8

1 5

県北会長 ・専務 ・局長会議

県北会長 ・専務 ・局長会議

2  式   典

年 月  日 式 典 の 種 類

17 ５

９

‐１

１

2 3

3

11

19

第31回 通 常総会

女性部会創立30周年記念事業

納 税  表  彰  式

平成18年賀詞交歓会 ・会員増強表彰式

αO 県 連関連会議

年 月  日 会 議 の 内 容

17 4

5

6

9

2

3

14

21

22

26

10

27

6

8

30

3

8

10

19

8

29

6

7

14

1 0

2

5

8

9

13

2 2

7

1 0

第1 回 理 事 会

第1回 総 務委員会

女連協 ・第1回常任理事会

青連協 。第1回常任理事会

第2 回 理 事 会

第26回 通 常総会 ・役員大会

青連協 ・第1回理事会

女連協 ・第1回理事会

第1回 税 制委員会

第1回 事 務局長会議

青連協 。第2回常任理事会

第1回 組 織委員会

第1回 厚 生委員会

第2回 事 務局長会議

第1回 研 修委員会

第2回 税 制委員会

第1回 広 報委員会

専務 ・事務局長 「情報交換会J

第3回 理 事会及び東京国税局と連絡協議会

第2回 研 修委員会

第2回 組 織委員会

第2回 総 務委員会

青連協 ・第3回 常 任理事会

女連協 ・第2回 常 任理事会

理事懇談会

第3回 事 務局長会議

第3回 組 織委員会

第4回 事 務局長会議

第3回 総 務委員会

第3回 税 制委員会

第2回 厚 生委員会

第5回 事 務局長会議

第4 回 理 事 会

3 事  業

(1)新 設法人の税務講習会

年 月  日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

17 4

5

7

8

9

2 2

2 7

2 7

2 4

2 7

新設法人の税務講習会 １０

Ｈ

ｌ

２

３

26

24

24

23

27

新設法人の税務講習会

(2)決 算期別法人の税務講習会

年 月  日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

4

5

6

7

8

9

10

22

27

10

27

24

27

26

決算期別法人の税務講習会 17 1 1

12

1

2

3

24

9

24

23

27

28

決算期別法人の税務講習会

(3)税 務 ・経理相談

年  月   日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

17 4

5

6

7

8

9

1

15

6

20

3

17

1

15

5

19

2

16

税務経理相談

12

1

2

3

7

21

4

18

2

16

6

20

3

17

3

17

税務経理相談

(4)年 末調整説明会

年 月  日 事 業 の 内 容

17 1 1 2 源泉部会年末調整説明会
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(5)「 税を考える週間」行事

年  月   日 行事名 ・主な内容

４

　

　

　

７

　

　

８

　

　

　

９

　

　

‐０

　

　

　

　

　

‐‐

２

３

‐６

‐７

２０

２７

３

４

１

２

３０

３

常盤平さくらまつりで 「税を考える週間」PR

第24回六実桜まつりで 「税を考える週間」PR

第20回新松戸まつりで 「税を考える週間」PR

第 9回坂川清流灯籠まつりで 「税を考える週間」PR

第31回鎌ヶ谷市民夏まつりで 「税を考える週間」PR

第10回 「小金宿まつりJで 「税を考える週間」PR

第3 2回松戸まつ りで 「税を考える週間」 PR

第1回馬橋地区ふれあい広場 「税を考える週間」PR

第27回流山市民まつりで 「税を考える週間」PR

(7)研 修会関係

年 月  日 行 事  名 事 業 の 内 容

8 2

東部ブロック

「役員研修会」

演題 :「消費税他税制改正説明会J

講師 :法人課税第 1部 門

金子審理上席

9

第 1回青法税会
「合同研修会」
(松戸法人会,税理
士会・青色申告会)

企業防衛資金説明会

及び

個別相談

９

‐４

２０

２２

２７

　

２８

「会員増強研修会」
流山ブロック
東部ブロック
馬橋・小金ブロック
鎌ヶ谷ブロック
常盤平・五香六実

ブロック
中央,明ブロック

演題 :「税制改正について」

(消費税等)

講師 :法人課税第 1部門

金子審理上席

講師 :法人課税第 1部門

平野審理官

４

６

‐２

「電子申告 ・納税
システム及び税
制改正説明会」
鎌ヶ谷地区
流山地区
松戸地区

講師 :法人課税第

平野審理官

立
口

法人税申告書作成

講座

第 1回  講 座
第 2回  講 座

第 3回  講 座

講師 :法人課税第 1部門

平野審理官

第 1回 「法人税法の各論」
第 2回 「法人税法の各論J

第 3回 「法人税申告書の書き方J

1 1 17

女性部会

「税を考える週間」

研修会

「電子申告 ・納税システムJ
講師 :法人課税第 1部 門

平野審理官
「源泉所得税」

講師 :法人課税第 2部 門
天内審理官

「相続税」
講師 :資産課税千葉審理上席

第 2回 青法税会
「合同研修会」
(松戸法人会・税理
士会・青色申告会)

消費税説明会及び十回別相談会

3 1
新規加入

法人研修会

「新規加入法人税務講習会」
講師 :法人課税第 1部門
山田統括官

講師 :法人課税第 1部門
金子審理上席

法人会加入

2～ 3年会員

税務講習会

「法人税調査における是否認の接点」

講師 :法人課税第 1部 門

平野審理官

講師 :法人課税第 2部 門

天内審理官

「地域別研修会」

東部ブロック

「新会社法について」
講師 :秋葉会計事務所
秋葉  武 氏

(6)講   演   会

年 月  日 行 事  名 講 演 内 容

17 4

青年部会

第25固定例総会

「総会記念講演会」

演題 :「税務の組織を知る」
―若き経営者のために一

講師 :松戸税務署

法人課税第一部門統括官

山口 雄 二 氏

5

源泉部会

第21回定例部会

「定例部会

記念研修会」

演題 !「一国民のひとりごと」

講師 :松戸税務署副署長

石倉 博 雄 氏

女性部会

第30固定例総会

「総会記念講演会」

演題 :「幼児教育と今の世の中」

講師 :母と子のオムニパーク代表

福岡 潤 子 氏

9

青年部会

青年部会第 1回

例会

演題 :一歴史に学ぶ一 「那須与一」

講師 :松戸法人会会長

島村 俊 充 氏

7
女性部会

忘年講演会

演題 :「ところ変われば
“
税
"か
わる」

講師 i松戸税務署副署長

三塚 一 彦 氏

「署長講演会」

演題 :「指宿と税務と訴訟」

講師 :松戸税務署長

村上 憲 雄 氏

1
青年部会

賀詞講演会

演題 :「ところ変われば
“
税
"か
わる」

講師 :松戸税務署副署長

三塚 一 彦 氏
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年 月  日 研 修  名 事 業 の 内 容

3
「地域別研修会J

流山ブロック

「これだけは知っておきたい !

最新の医療事情」
講師 ÷AIU保険会社
医療保険推進担当部長
平山 貴 之 氏

「新会社法について」
講師 :司法書士法人山田事務所
山田 達 郎 氏

「地域別研修会J

小金t馬橋ブロック

鎌ケ谷ブロック

中央・明ブロック

不動産登記法改正について
～権利証がなくなる !～

「新会社法についてJ
講師 :司法書士法人山田事務所
山田 達 郎 氏

口 女  性  部  会

年 月 日1    事 業 の 内 容

17141141全 法連 ・第69回  「 春の女性セミナー」

221県 法連 ・女性連協 第 1回 常 任理事会

51191第 30回 定 例総会

6161県 法連 B青年 ・女性連協理事会及び合同講演会

9131女 性部会創立30周年記念事業

11 17「 税を考える週間」研修会

12171講 演会及び忘年懇親会

91県 法連 ・女性連協 第 2回 常 任理事会

18131 21県 法連・女性連協 第 7回 研 究会 「第4ブロック研修」

(8)広  報  関  係

年 月  日 名 称

17

18

17

4

S

3

5

7

9

11

1

3

1

31

1

15

① 新 設法人の入会案内

② 松戸法人会会員の章

③ 新 会員の紹介

④ 松戸法人会会員シール

⑤ 野立看板

松 戸 法 人 会 会 報

ハ 実 務者研修部会関係

年 月  国 事 業 の 内 容

17 4

5

6

9

1 1

2

‐２

　

‐

8

13

23

7

22

20

2

29

２ ４

　

７

　

‐４

７

　

２ ７

講師 !法人課税第 2部 門緑川審理上席

源泉所得税実務研修会   【 新任者研修】

「源泉徴収制度の概要 ・

毎月の徴収事務の仕方について」

源泉所得税実務研修会   【 初級コース】

第1回 「給与所得 1」

第2回 「給与所得 2J

第3回 「退職所得 ・報酬1料金等J

講師 :法人課税第 2部 門天内審理官

実務者研修会  第 1回 「消費税について」

第2回

実務者研修会  第 1回 「年末調整実務」

(新任者)

〃    第 2回   〃

〃     第 3回   〃

〃     第 4回   〃

年末調整事務説明会

源泉所得税実務研修会   【 上級コース】

「退職金についてJ

源泉所得税実務研修会   【 中級コース】

第1回 「再年末調整と確定申告」

第2回 「トラブル防止のための

就業規則のつくりかた」

第3回 「年金給付について ・

確定申告書作成 (株式の譲渡)」

第4回「法人税の確定申告書の作成①」

第5回「法人税の確定申告書の作成②」

(9)部 会講習会等

イ 青  年  部  会

年  月   日 事 業 の 内 容

17 4

５

６

７

９

‐０

‐１

‐２

‐

３

２２

〃

２６

‐４

６

３

１５

‐２

‐７

８

２ ５

２

‐０

青年部会 「親睦ゴルフコンペ」

第25回 定 例総会

青年連協 。第1回 常 任理事会

鎌ケ谷ブロック研修会

県法連`青年・女性連協理事会及び合同講演会

青年連協 ・第2回 常 任理事会

青年部会 ・例会 「松戸法人会長講演会J

青年連協 「親睦ゴルフ大会J

全法連・第19回 全 国青年の集い。部会長サミッ

青年連協 ・第3回 常 任理事会

賀詞交歓会及び講演会

松戸ブロック会議

青年連協 ・第4回 法 人会青年部会千葉サミッ
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は0 成 人 病 健 診

年 月  日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

9

2

12

13

14

15

21

22

23

成人病健診 2

3

24

25

1

2

3

4

6

成人病健診

Oつ 県 連関連参加事業

年 月  日 事 業 の 内 容

17

1 1

1

3

27

6

12

28

7

12

25

30

3

24

2

1 0

第26回 通 常総会 ・役員大会

青年 ・女連協第 1回理事会及び合同講演会

第10回 チ ャリティーゴルフ大会

大型保障制度推進懇談会

専務 ・局長 「情報交換会J

青年連協 ・親睦ゴルフ大会

東京国税局管内法人会役職員合同研修会

賀詞交歓会及び新春講演会

新公益会計システム研修会

第10回 税 制セミナー

女性連絡協議会 第 7回 研 究会 「第4ブロック研修J

第 4回  法 人会青年部会千葉サミット

O D 社 会 貢 献 事 業

年 月  日 事 業 の 内 容

3 女性部会30周年記念チャリティーコンサー ト

「みんな一緒に考えるのだ!」マンガ本配付

O のそ の 他 の 事 業

年 月  日 事 業 の 内 容

17 4

2 6

5

5

19

松戸税務署職員との 「意見交換会J

福利厚生制度推進連絡協議会

福利厚生制度 「松戸法人会親睦ゴルフコンペ」

年  賀

会員増強功労者表彰及び賀詞交歓会

C9 全 法連関連参加事業

年 月  日 事 業 の 種 類

4

9

10

11

1

ワ
０

　

〔５

14

21

27

17

18

24

14

23

第69回春の女性セミナー

税制改正要望大会

第22回法人会全国大会

第19回 全 国青年の集い 。部会長サミット

賀詞交歓会及び新春講演会

法人会活動研究セミナー

税制委員セミナー

第23回 事 務局セミナー

は9 関 係団体参加事業

年 月  日 事 業 の 内 容

7

8

9

11

1

25

6

7

14

24

19

29

8

2 2

5

働松戸青色申告会平成17年度通常総会

千葉県税理士会松戸支部第49回定期総会

第32回松戸まつり。実行委員会

松戸間税会第37回通常総会

第32回松戸まつり。第 1回実行委員会

〃    第 2回   〃

〃    第 3回   〃

〃    第 4回   〃

〃    第 5回  〃

鎌ケ谷商工会 「賀詞交歓会」

松戸商工会議所 「新春のつどい」

千葉県税理士会松戸支部 「賀詞交歓会」

鎌ケ谷商工会新春親睦ゴルフ大会

松戸青色申告会 「賀詞交歓会」

- 8 -



科 目 予 算  額 決 算  額 差 異
一
般 会 計

収 益 事 業
特 別 会 計 内部取引消去 備   考

1 基 本財産運用収入 2000 3,698 △ 11698 3,698

2  会 費収入 一 般会費収入

青年・女性部会会費収入

特別会費収入

小  計

36,000,000 38,2631710 △ 21263,710 38,263,710

1,446,000 1,545,600 △ 99,600 11545.600

2,400,000 2,720,000 △ 320,000 2,720,000

39,846,000 42,5291310 △ 2,683,310 421529,310

3 事 業収入 講 習、研修会費収入

支部事業収入

小  計

3,800,000 2,710,000 1,090,000 2,710,000

150,000 162,000 △ 12,000 162,000

3,9501000 2,872,000 1,078,000 2,872,000

4 推 進費収入 全 法連推進費収入

小  計

10,447.700 10,447,700 0 101447.700

101447700 10,447,700 0 10,447,700

5 推 進協力金収入

福利厚生制度推進協力収入

成人病健診受託収入

事務委託収入

/1ヽ 計

148,000 901000 58.000 90,000

1,500,000 1,780,100 △ 280,100 1,780,100

240,000 240.000 0 240,000

1,888,000 2,110,100 △ 222,100 2,110,100

6 補 助金収入

金法連事業費補助収入

全法連青年・女性部会育成補助収入

全法連事務局充実補助

県連事業費補助収入

社会貢献補助収入

計

2,682,100 2,6821100 2,682,100

400,000 400,000

11200,000 1,200,000 1,200,000

1,080,000 1,080.000 0 1,0801000

300,000 600,000 △ 300,000

5,662,100 5,962,100 △ 3001000 5,962,100

7 雑  収  入  受 取預金利息

雑収入

小  計

7,000 10,040 △ 3,040 10,040

3,800,000 5,589,353 △ 1,789,353 515761953 12,400

318071000 5,599,393 △ 1,792,393 5,586,993 12,400

8 特 定預金取崩収入

減価償却引当金取崩収入

/1ヽ 計

2,000,000 2,000,000 0 21000、000

2.0001000 2,000,000 0 21000000

9 繰 入金収入 0 0 0 1,571,443 △ 1,571,443

当 期 収 入 合 計 ( A ) 67,602,800 71,5241301 △ 3,921,501 60,525,544 121570200 △ 1,571,443

前期繰越収支差額 27,6131447 27,613,447 0 27,6131447

収 入 合 計 ( B )95,216,247 99,137,748 △ 3,921,501 88,138,991 12,570,200 △ 1,571,443

第 2号 議案

I 収 入 の 部

平成17年度収支決算書総括表
平成17年4月 1日 か ら平成18年3月 31日まで

(単位 :円 )
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田 支 出 の 部

科 目 予 算  額 決 算  額 差 異
一 般 会 計

業
計

事
会

益
別

収
特 内部取引消去 備   考

事 業 費 講 習、研修会費

講演会 ・指導費

社会貢献活動費

会場費

テキスト等仕入費

広報費

会報発行費

会員増強推進費

組織強化費

ブロック事業活動費

支部活動費

青年,女性ilF泉部会活動費

県連会費

調査研究費

負担金支出

渉外費

慶弔費

表彰費

委託費支出

福利厚生制度協議会費

小  計

5,000,000 4,604,369 395,631 4,604,369

収益按分比率
一般会計

819%

特別会計

181%

2,500,000 1,778,333 721,667 1,456,455 321,878

1,0001000 0 110001000

100,000 92,130 7,870 75,454 16,676

8001000 760715 39,285 623,026 137,689

1,500,000 11014,101 485.899 830.549 183552

7,000,000 5,618,680 1,3811320 416011699 11016.981

700.000 577,000 123,000 577,000

8001000 6441499 155、501 527,845 116,654

900)000 500,000 4001000 409,500 90,500

710001000 5,4061070 1,593,930 4,427,571 978,499

91000,000 10,183(358 △ 1,183,358 8,340,170 1,843,188

677,320 677,320 0 677.320

1,000,000 1,102,000 △ 102、000 902.538 199,462

150,000 142,109 7,891 116、387 25、722

100、000 2,400 97,600 1,966

300,000 352,000 △ 52,000 288,288 63,712

1,0001000 6721581 327.419 550,844 121,737

650,000 556,383 931617 455,678 100,705

148.000 90,000 58,000 90、000

40,325,320 341774,048 5,551,272 29,466,659 5,307,389

議 費 総 会費

役員会費

委員会・音再会費

小  計

113001000 1,237,752 62,248 1,013,719 2241033

800,000 2611405 5381595 214,091 47,314

300、000 273,980 26,020 224,390 49.590

2,400,000 11773.137 626863 1,452,200 3201937

管 埋 費 給 料手当

法定福利費

福利厚生費

旅費交通費

通信費

什器備品費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱費

16,000,000 15,548,493 4511507 12,734,216 2,8141277

2,100,000 2,150,541 △ 501541 1,761,293 389,248

200000 1331544 661456 109373 24,171

400000 641,090 △ 2411090 525053 116,037

2、000000 1,671,836 328,164 1,3691234 302,602

500,000 579,240 △ 79,240 474,398 1041842

300,000 274,352 25,648 224,694 49,658

300,000 16,800 2831200 13、759 3,041

2,000,000 1,846.212 153,788 1,512,048 334,164

200‐000 130837 69,163 1071156 23,681

500000 457,402 421598 374,612 82,790
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科 目 予 算  額 決 算  額 差 異
一 般 会 計

業

計

事

会

益

別

収
特 内部取引消去 備   考

会館維持管理費

保 険  料

租 税 公 課

支払手数料

新聞図書費

110201000 1,020,000 0 835,380 184、620

700,000 646,104 531896 529、159 116,945

200,000 150,380 491620 123.161 27,219

500,000 5301000 △ 30.000 257,821 272

1001000 94955 5,045 77,768 17

50,000 421929 7,071 35,159 7,770

27,070,000 25,934,715 1,1351285 21、064、284 4,870,431

4 固 定資産取得支出 什器備品購入支出

車両運欄費具購入支出

小  計

21000、000 2500480 △ 500,480 2,500,480

600,000 600,000 0 600,000

2、6001000 3,100,480 △ 500,480 3,1001480

5 特 定預金支出 減価償却引当預金支出

事業所建設引当預金支出

小  計

1,0001000 1.0001000 0 1,000,000

1,000,000 1,000,000 0 1,000,000

210001000 2,000,000 0 21000,000

6 法 人税等引当金繰入

法人税等引当金繰入 0 5001000 △ 500,000 500、000

7 繰 入金支出 繰 入金支出 0 0 0 1,571,443 △ 1,571,443

8 予 備 費 予 備 費 1,000,000 0 1、0001000 0 0

当期支出合計   (C) 75,395,320 68,082,380 7,3121940 57,083,623 12、570200 △ 1,571,443

当期収支差額  (A)一 (C) △ 7、792520 3,441,921 △ 11,234,441 3、441、921 0

次期繰越収支差額 (B)一 (C) 19,820,927 31,0551368 △ 11,234,441 31,055,368 0

平成17年度正味財産増減計算書
平成18年 3月 31日現在

(単位 t円 )

科 目 金 額

I チ曽 カロ の  音円

1 資 産 増 加 額

当期収支差額

什器備品購入額

車両運搬具購入額

事業所建設引当預金増加額

減価償却引当預金増加額

3,4411921

2,500,480

600,000

1,000,000

110001000

増加額合計       (A) 8,542,401
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科 目 金 額

減 少 の 部

1 資 産 減 少 額

建物付属設備除却額

什器備品除却額

建物減価償却額

建物付属設備減価償却額

什器備品減価償却額

車両運搬具減価償却額

減価償却引当預金取崩額

13,600

108,827

1,436,054

220,248

458,056

164,835

2、000000

減少額合計       (B) 414011620

当期正味財産増加額  (A)― (B) 4,140,781

前期繰越正味財産額 11918451260

期末正味財産合計額 123,986,041

貸 借  対
平成18年 3月 31日現在

(単位 :円 )

目科 額金

資 産 の  部

流 動 資 産

現金

普通預金

定期預金

未収会費

支部活動費前払金

青年 ・女性部会活動前払金

流動資産合計

固 定 資 産

基 本 財 産

定期預金

建物

建物付属設備

建物取付具備品

減価償却引当預金

基本財産合計

その他の固定資産

Tt器備品

車両運搬具

電話加入権

借地権

事業所建設引当預金

減価償却引当預金

退職給与引当預金

社会貢献引当預金

その他の固定資産合計

固定資産合 計

資 産 合 計

(1)

903,632

15,025,188

4,200,000

122,400

8,148,503

3,512,924

31,912,647

15,000,000

35,214,297

2,706,088

15,000

21,700,000

74,635,385

2,887,023

435,165

173,100

8,500,000

4,000,000

1,300,000

7,000,000

1000000

2512951288

99,9301673

131,843.320
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科 目 金 額

負 債 の

動

立
口

流 債

預  り   金

源 泉 所 得 税

雇 用 保 険

法人税等引当金

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債

戸
７ 金

退職給与引当金

固定負債合 計

負 債 合 計

正味財産 の部

正 味 財 産

( うち 基 本 金)

(うち当期正味財産増加額)

負債及び正味財産合計

153,493

126,086

577,700

857,279

7,000,000

7,000,000

7,857,279

123,986,041

(  7 4 , 6 3 5 , 3 8 5 )

(  4 , 1 4 0 , 7 8 1 )

131,843,320

財 産 目  録

平成18年 3月 31日現在

(単位 :円 )

科 目 金 額

資 産 立
ロ

流 動

現

資 産

金

現 金 手 持 有 高

普 通 預 金

千葉銀行松戸支店

千葉興業銀行松戸支店

三井住友銀行松戸支店

三菱東京UFl銀行松戸西日支店 (旧1東京三菱銀行松戸支店)

三菱東京UFJ銀行松戸支店 (旧IUFJ銀行松戸支店)

みずほ銀行松戸支店

京葉銀行松戸支店

東京ベイ信用金庫松戸支店

東京東信金ときわ平支店

関東つくば銀行松戸支店

支部活動前払金

青年 ・女性部会活動費前払金

定

普通預金合計

期 預  金

千葉銀行松戸支店以下 2行

収 会  費

平成17年度会費

流動資産合計

未

903.632

4,992,542

1,776,345

1,354,369

1,343,892

947,211

931,870

1,227,006

1,2511051

489,339

711,563

8,148,503

3,512,924

261686、615

4,200,000

122,400

31,912,647
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目科 額金

産

11) 基 本  財  産

定期預金等

千葉銀行松戸支店以下 7 行

松戸市岩瀬108番地所在

延床面積 28882ポ

建物付属設備

冷暖房設備、消火 ・火災報知設備

建物取付具 ・備品

松戸法人会館取付看板等

減価償却引当預金

千葉銀行松戸支店以下

基 本 財 産 合 計

(2)そ の他の固定資産

什 器  備  品

更衣ロッカー以下 224点

車両運搬具

電 話 加 入 権

3  本

借  地   権

事業所建設引当預金

(千葉銀行松戸支店以下 2行 )

減価償却引当預金

(東京三菱銀行松戸支店以下10行)

退職給与引当預金

(千葉興業銀行松戸支店以下4行 )

社会貢献引当預金

(みずほ銀行松戸支店)

その他の固定資産合計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

負 債 の 部

流 動 負 債

預  り   金

源 泉 所 得 税

雇 用 保 険

預 り 金 合 計

法人税等引当金 (法人税 ・住民税)

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債

引  当   金

退職給与引当金

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

負 債  合  計

正 味 財 産 の部

正 味 財 産

資定固

物建

13口

15,000,000

3512141297

2,706,088

15,000

21,700,000

74,635,385

2,887,023

435,165

173,100

8,500,000

4,000,000

1,300,000

71000,000

11000000

25,295,288

99,930,673

131,843,320

153,493

126,086

279,579

5771700

857,279

710001000

7、000000

7、000、000

7.8571279

123,986,041
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第 32回 講案書 注 記事項

重要な会計方針

(1)固 定資産の減価償却について

定額法による減価償却法を実施している。

(2)資 金の範囲について

資金の範囲には、現金預金のほか未収会費、未収金、前払金、支部活動費前払金、
青年 ・女性部会活動費前払金、預り金、未払金、前受金および法人税等引当金を含めている。

退職給与引当金

職員の退職金の支出に備えるため、期末における要支給額を計上している。

基本財産の増減及びその残高は、次のとおりである。

4 次 期繰越収支差額の内容は次のとおりである。

亦斗 目 前期末残高 当期末残高
現 金 402,143 903,632
並

通 預 金 13,655,942 15,025,188

定 期 預 金 4,200,000 4,200,000

未 収 費 0 122,400

未 収 金 0 0

単制 払 金 0 0

支 部 活 動 費 前 払 金 7,013.433 8,148,503

青年 ・女性部会活動費前払金 3,033,916 3,512,924

流 動 資 産 合 計 28.305、434 31,9121647

預 り 金 251,087 279,579

未 払 金 0 0

主制 受 金 0 0

法 人 税 等 引 当 金 4401900 577,700

流 動 負 債 合 計 6911987 857,279

次期繰越収支差額 27、613447 31,0551368

5 固 定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

亦斗 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
定 期 預 金 15,000,000 15,000,000

建 物 36,650,351 1,436,054 35,214、297

建 物 付 属 設 備 2,9391936 233,848 2,706,088

建物取付具備品 15,000 151000

減価償却引当預金 21,700,000 2117001000

合計 (基本金) 76.305、287 11669,902 74,635,385

牙斗 目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高
建 物 59,096,900 23,882,603 35,214.297

建物付属設備 31220,000 513,912 217061088

建物取付具備品 300,000 285,000 15,000

什 器 備 品 7,819,057 4,932,034 2,8871023

車 両 運 搬 具 6001000 1641835 435165

電 話 加 入 権 173,100 173,100

地 権借 8,500,000 8,500,000
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別記決算は監査の結果、正当であるものと認めます。

平成18年4月 20日

酸
皿 報  告査

監 事 菊 安 満 雄

監 事 山 崎 専 司

監  事   塙      盛   人

魯

⑬

⑮
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第 3号 議案

平成18年度事業計画書 (案)
平成18年4月 1日 か ら平成19年3月 31日まで

法人会の基本的指針

法人会は

よき経営者をめざすものの団体として

会員の積極的な自己啓発を支援し

納税意識の向上と

企業経営および社会の

健全な発展に貢献します

事業活動基本方針

1 組 織の強化

健全な納税者団体として、事業の公益性を高め財政基盤の充実のため会員増強運動を推進する等、組織の拡大強化を

図る。

2 租 税負担の合理化

適正、公平な税制と租税負担の合理化を図るため、全国法人会総連合を通じて国会及び政府並びに政党に対し強力な

要望を行い、その実現を期する。

3 税 務行政への協力

税務当局との相互信頼を保持しつつ、税務行政の円滑な運営に協力し、もって申告納税制度の発展に寄与する。

4 電 子申告 ・納税システムの推進

租税負担の合理化を図り、自主申告体制を確立するため、電子申告 ・納税システム (e Tax)の推進に努める。

5 企 業経営の健全化

経営の合理化、生産性の向上を図り、企業の健全な発展を期するため経営、経理、労務に関する研究指導を行う。

重 点  施  策

1 税 務行政に関する協力

2 会 員の増強 ・組織の強化

3 財 政基盤の強化

4 広 報活動の充実

5 研 修活動の充実

6 税 制改正要望の実現

7 地 域社会への貢献

~ ~ ~ ~  イ
マ ツ ア / レ

~ ム ~

めざします

企業の繁栄と社会への貢献

よき経営者の指針

① 経営者としての責務を果たすため自己研鑽に努める

② 企業の健全な維持発展を図る

③ 従業員が安心して15jけるよう職場環境を整える

④ 従業員教育と後継者育成に努める

⑤ 良質の製品、商品、サービスを通じて社会に寄与する

⑥ 適正な納税を通じて社会に寄与する

② 地域の一員として社会の発展に寄与する
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主な事業計画

(1)組 織の強化

① 全法連・県連に呼応し、会員増強運動を積極的に展開して加入率50%を早期に回復するように努める。

② 支部組織の活発化を図るため支部役員を増員し、会員の声を吸収しつつ、会員や地域に密着した活動を活発に推進
する。

③ 健全で活発な事業を推進するため、組織の拡充と会費の自動振替を拡大することに努め、財政基盤を確立する。

④  「大型保障制度創設30周 年記念Jに あたることから、新規獲得キャンペーンを推進すると共に、取扱い会社3社
と連携を一層強化し会員の増強と財政の確保を図る。

(2)事 業活動の充実

① 研 修活動は会員の自己啓発を支援するための最重要事業であり、本部研修を柱とし、ブロック、支部、部会研修を
一層効果的に実施する。

② 実 務者講習会については、段階別 「新任者」「基礎コース」「応用コースJと して、実務者等のエーズに添った講習
会に努める。

③ 税制、税務関係の研修については、法人会の根幹となる事業であることから「改正税法説明会」の開催強化を図り、
正しい税務知識の普及に努める。

④ 合理的な税制を常に研究して、法人企業にとって適正有利な税制の確立を図るため、「税制改正要望Jをとりまとめ
単位会、県連、全法連が一体となり、建設的な提言に努める。

③ 各市民まつりにおいて 「税金クイズ」を実施して、税の啓発活動により法人会のPRと 知名度向上に努める。

① 会員との連携を一層密にするため広報紙等を活用し、広報活動の充実に努める。

② 社会貢献活動として、管内の小学生高学年を対象に 「落語家」による 「租税教室」を開設し、法人会の重要な活動
として定着させる。

委 員  会  事  項

1 総 務 関 係           2 税 制 関 係

(1)通 常総会                       (1)税 制、税務に関する調査研究

(2)正 副会長会                      (2)国 会及び政府並びに政党に対する税制上の要望

(3)常 任理事会及び理事会                 (3)税 務行政に対する要望意見の具申

(4)ブ ロック長会議及び支部長会議             (4)税 制委員会

(5)顧 問会                        (5)ホ ームベージ上においての税情報の提供

(6)総 務委員会                      (6)上 記各項目は、県連及び全法連の活動にも呼応し

(7)そ の他、必要な会議の開催                 て 行う。

(8)税 理士会等関係団体との協調促進            (7)国 民金融公庫との研修会

(9)模 範会員の推薦

tO 功 労者の表彰                     3 厚  生  関  係

OD 意 見交換会                      (1)法 人会の経営大型総合保障制度の推進

O分 賀 詞交歓会                      (2)経 営者退職金制度及び個人年金制度の推進

α働 会 費自動振替制度の促進                (3)が ん保険制度の推進

dO 地 域社会貢献運動                   (4)経 営保全プラン及び終身保障プランの推進

(5)厚 生委員会
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(6)法 人会人間 ドック制度の促進              6 広  報  関  係

(7)法 人会福利制度推進連絡協議会             (1)「 松戸法人会会報」の刊行

(8)福 利厚生制度推進親睦ゴルフ大会            (2)「 野立看板」の設置及び維持管理

(9)そ の他福利厚生に必要な事業              (3)ホ ームベージ等で松戸法人会をPR

(4)各 市民まつり等で松戸法人会をPR

4 研  修  関  係                      (5)他 法人会広報委員会との交流及び調査研究

(1)新 設法人に対する税務講習会              (6)広 報委員会

(2)決 算期別法人の税務講習会               (7)税 務、経理、経営に関する参考資料の配布

(3)税 務、経理の相談

(4)法 人会新規加入法人研修会

(5)法 人会加入 2～ 3年 法人研修会

(6)「 青法税会」合同研修会

(7)研 修委員会

(8)地 域別研修会

(9)会 員研修旅行

は0 そ の他の研修事業

5 組  織  関  係

(1)会 員増強運動の推進

(2)法 人会活動の啓蒙普及

(3)全 会員の青色申告化の促進

(4)本 部、支部組織の強化及び支部の細分化

(5)支 部役員会、ブロック総代会の推進

(6)地 区総代の増員 (10社に 1地 区総代基準)

(7)組 織委員会

(8)会 員増強推進特別委員会

(9)青 年 ・女性 ・実務者研修部会員の育成
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平成18年度行事実施計画 (案)
上 期 下 期 回

数
等

備 考第 第  2 第  3 第  4

4 5 6 7 8 9 1 1 1 2 3

本

上立
日

関

係

言義

等

通 常 総 ○ 1 5月22日(月)日 本閣で開催

理 事 ○ ○ ○ 3

常 任 理 事 適 時

正
百
田 長 ① ○ ○ ○ ○ ○ 6 偶数月の第 2月 曜日

総 務 委 ［員 ○ ○ ○ ○ 4

税 待J 委 暉貝 ① ○ ○ ○ 4 10月5国税制改正要望全国大会に参加

厚 生 委 中貝 ① ○ ○ ○ 4

研 修 委 申員 ○ ○ ○ ○ ○ 5

組 織 委 ［員 ○ ○ ○ ○ 4

広 委 中貝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

福利厚生制度推進連絡協議会 ○ 1

税理士会等関係団体との連絡会議 ○ ○ ○ ○ ○ 5

納 税 表 彰 式 ○ 1

講
習
会

・
説
明
会

新設法 人の税務講習会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算期別法人の税務講習会 ○ ○ ① ○ ○ ○ ○ ○ Э ○ ○ ◎

記 念 講 演 ○ ○ つ
る

新規加入法人税務講習会 ○ 1

改 正 税 法 説 明 会 各地区ごと5会 場で開催

年 末 調 整 等 説 明 会 ○ 1 実務者研修部会主催

会 員 増 強 研 修 会 ○ 6 各地区ごと6会 場で開催

役 員 見 学 研 修 会 1

そ の 他 の 講 演 会 瞳 時

相談所 税 務 ・経 理 相 談 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 税の相談日毎月 2回 開設

広

報

法 人 ○ ○ ○ ① ○ ○ 6 第183号～第188号

野 立 看 板 等 設 置 ○ 新設支部等に三角塔を逐次設置

会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 ① ○ ○ ① 4ヵ 月 9・ 10。11・12月会員増強統一月間

支

部

関

係

会
議
等

総 ○ 9 各ブロックごと開催 (支部別途計画)

役 『貝 ○ ○ ○ ○ ○ 各支部 3回 以上開催 (支部別途計画)

会員増強推進特別委員会 ○ ① ○ 各支部 1回 開催   (支 部別途計画)

講習

会等

地 区 別 税 務 懇 談 会 ① ① 9 各プロック1回開催 (ブロック別途計画)
「税を考える週間」行事 ○ ○ 9 各ブロック1回 開催 (ブロック別途計画)

青
年
部
会
関
係

会議等
定 例 総 ○ 1

役 的貝 ○ ○ ① ○ 4

講
習
会
等

念 講 演 ○ 1

例 ○ ① ○ 3 税務講習会開催、 1月 新年会

見 学 会 ・サ ー クル 活 動 ○ ○ 1 ソフトボール大会、研修旅行
会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 ○ ○ ① ○ 4ヵ 月

女
性
部
会
関
係

会議等
定 例 総 ○ 1

役 ［貝 ○ ○ ○ ○ 4回

講
習
会
等

女 性 教 養 講 座 ① 1 全法連主催行事に参加
「税 を考 える週 間」行事 ○ 1 租税教室開催 「税を知る週間」 PR

見学会 ・サー クル活 動 ○ ○ ○ 3 研修旅行、工場見学、他法人会との交流

会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 ○ ○ ○ ○ 4ヵ 月
実
務
者
研
修
部
会
関
係

会議等
定 例 立

日 ○ 1

幹 事 ○ ○ 2

習
等
講
会

講 習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ 3 初任者講習会、年末調整等講習会

見 学 ○ 1 研修旅行、工場見学

会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 ○ ○ ○ ○ 4ヵ 月
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第 4号 議案

平成18年度収支予算書総括表 (案)
平成18年4月 1日 か ら平成 19年3月 31日まで

(単位 i円)

科 目 予 算  額 前年度予算額 ナ曽 減
一般 会 計

1 又益 事 業
特 別 会 計 備  考

I事 業活動収支の部

1事 業活動収入

(1)基 本財産運用収入

基本財産利息収入 4000 2,000 2.000 4,000 基本財産としての定期預金の受取利息収入

(2)特定資産運用収入

特定資産利息収入 9000 9.000 9,000 特定資産としての定期預金の受取利息収入

(3)会費収入

一般会費収入

青年,女性部会会費収入

特別会費収入

計

37,000,000 361000,000 1,000,000 37,000,000

1,422,000 1,446,000 △ 24,000 1,4221000 青年 ・女性部会費収入

2,400,000 2,400,000 2,4001000 青年・女性部会特別徴収費収入

401822,000 39ぅ8461000 976,000 40,8221000

(4)事業収入

講習、研修会費収入

支部事業収入

福利厚生制度推進協力金収入

成人病健診受託収入

事務委託収入

計

3,800,000 3,8001000 0 3,800,000
法人会懇談会、新年賀詞交歓
会費収入、各種研修会等の受
講料収入

150,000 1501000 0 150,000 支部研修会等の受講料収入

291,500 148000 143,500 291,500 福利厚生制度推進連絡協議会費収入

11600、000 1,500,000 100,000 1,600,000 成人病健診の事務受託収入

240,000 2401000 0 240000 松戸優良申告法人会松彰会事務委託収入

610811500 5,838,000 2431500 3,950,000 2,131,500

(5)補助金収入

全法連補助金収入

県連補助金収入

計

4,592.300 4,582,100 10,200 41592、300 全法連からの補助金収入

1,080,000 1,080,000 0 1,080,000 県連からの補助金収入

5,672,300 5.6621100 10,200 5,672.300

( 6 )推進費収入

全法連推進費収入 10,042,900 10,447,700 △ 404,800 10,042)900
収益事業について全法連か

ら支給を受ける推進費収入

(7)雑 収入

受取利息

雑収入

計

1.000 7,000 △ 6)000 11000 運用財産の普通.定期預金の受取利息収入

1,000,000 3,800,000 △ 2,800.000 1,000,000 0 総会祝金等の前掲以外の雑収入

1,001,000 3,8071000 △ 2、806000 1,0011000 0

【事業活動収入計】 6316321700 65,602,800 △ 1,970,100 51.458.300 12,174,400

2事 業活動支出 収入接分比率

―般会計809% 収益事業特別会計191%(1)事業費

講習、研修会費

講演会 ・指導費

社会貢献活動費

会場費

広報費

510001000 5,000,000 510001000 法大会、賀i]交歓会、役員研修会等の開催費用

2,500,000 21500.000 2,5001000
講習会、講演会、税務 ・経理

相談の講師に対する謝礼金等

1,0001000 1,000,000 0 11000、000 社会貢献活動の費用

100,000 100,000 0 80,900 19,100 各種講習会等の会場使用料

1,500,000 1,500,000 0 1,213,500 286,500
P Rパンフレット、野立看板設

置費、維持費等の法人会PR費
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科 目 予 算  額 前年度予算額 増 減 一 般 会 計
業
計

事
会

益
別

収
特 備   考

テキスト等仕入費

会報発行費

会員増強推進費

組織強化費

支部活動費

青年 ・女性部会活動費

実務者研修部会活動費

ブロック事業活動費

県連会費

調査研究費

負担金

渉外費

慶弔費

表彰費

委託費支出

計

800,000 800,000 0 6471200 152,800
講習会等のテキス ト仕入費、

「税のしるべ」等購入費

7,000,000 7,000,000 0 7,000,000
袋
勧‐費、ガ

踊
ほ
の
　
。

め
等
た
料
の
送
行
発
費

発

入ヽ

報
料
購

会
華
申
の

7001000 700,000 0 700,000 地区総代活動備品費、会員増強推進費用

900,000 100,000 728,100 171,900
会員増強研修会、打合せ費用、

会員証等、組織強化関係費用

6000000 7000000 △ 1,00o,000 4,854,000 1 146.000
支部に対する運営費。交付

金等の事業活動補助金含

7,000,000
91000.000

△ 1,600,000 5,663,000 1,3371000

運
動
る
活
す
業
対
事
に
の
△
一
空
寸

部
金
性
付
女
交
含

・

金ヽ

年
費
助

青
営
補

0 323,600 76i400 実務者研修部会に対する運営費補助金含

9001000 900,000 0 7281100 1711900 ブロックに対する運営費補助金含

667,360 6771320 △ 9、960 667,360 県連会費負担金

1,000,000 1,0001000 0 8091000 191.000
他

一ナヽ
一
卜ヽ
ト

ナ
セ
ミ
究
セ
研
用

連
動
費

県
活
加

・
会
参

連
人
の

法
法

ヘ

全
の
等

150、000 150,000 0 150,000 友誼団体等との共催事業費、懇談会等の負担金

50,000 100,000 △ 50,000 401450 9,550 友誼団体等との渉外活動に要する費用

300,000 100,000 323,600 76,400 視金、香典等の虜弔費用(事務局役職員以外の者)

110001000 1,000,000 0 1.000.000 総会、納税表彰記念品代等の各種表彰費用

600,000 650,000 △ 50,000 485,400 114,600 NSSlllに対する会費引落委託手数料

37,667,360 40,177,320 △ 2,509,960 33.914.210 31753、150

会議費

総会費

役員会費

委員会 ・部会費

福利厚生制度推進連絡協議会費

計

1,3001000 1,300,000 0 1,051,700 248,300
△
〓
（り

な
等
要
会
必
親
に
懇
△
ム
　
ヽ

総
料
常
車
通
駐
回

ヽ

３２
費
用

第
場
費

600,000 800,000 △ 200,000 485,400 114,600
正副会長会、常任理事会、

理事会、支部長会議費等

300.000 300000 0 242,700 57,300 委員会、部会役員会議費等

291,500 148,000 143,500 291,500 福利厚生制度推進連絡協議会の開催費用等

2,491,500 2,548,000 △ 561500 117791800 7111700

管理費

給料手当

法定福利費

福利厚生費

旅費交通費

通信運搬費

什器備品費

リース料

消耗品費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱水道費

地代

16.000.000 16,000,000 0 12,944,000 3,056,000 事務局職員給与、賞与

2,500,000 2,100,000 400,000 2,022,500 4771500 社会保険料、労働保険料の事業主負担額

200、000 200000 0 161,800 38,200
職員のレクリエーション等

の厚生費用、慶弔等費用

7001000 400、000 300,000 566,300 133,700
旅費規程に基づき支給する

旅費交通費、職員の交通費

2,000,000 2,000,000 0 11618,000 382,000 電話料金、郵便料金、資料送付費等

100,000
5001000

0 80,900 19,100 有形固定資産に計上されない小額什器の購入費

400,000 0 323,600 76,400 什器備品のリース料

300,000 300,000 0 2421700 57,300 事務用品等日常的な消耗品の購入費

300,000 300,000 0 2421700 571300
法人会館、設備等の有形固
定資産の修繕費 (資本的支
出を除く)

2,000,000 2,000,000 0 1,618,000 382.000 案内状、パンフレット、資料、封筒等の印吊1費

200,000 2001000 0 161,800 38,200 車両等のガソリン代

5001000 5001000 0 404,500 95,500 電気=ガス・水道料金・冷暖房費

1、0201000 1020000 0 825,180 194,820 松戸法人会館借地料、駐車場賃貸料
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科 目 予 算  額 前年度予算額 士曽 減
一 般 会 計

収 益 事 業
特 別 会 計 備   考

会館維持管理費

保険料

租税公課

支払手数料

新聞図書費

計

700,000 700,000 0 566,300 133,700 松戸法人会館警備保障費、清掃料等

200,000 200,000 0 161す800 38,200 松戸法人会館火災保険料等

550,000 500,000 501000 444,950 105,050 収入印紙、固定資産税、自動車税等の納付額

100,000 100,000 80,900 19,100 振込手数料、司法書士への支払手数料等

501000 50,000 40,450 9.550 新聞、参考書、その他書籍の購入費用

27,820,000 27,070,000 750,000 2215061380 5,313,620

(4)法人税等引当支出

法人税等引当支出

【事業活動支出計】

0 0 0

67,978,860 69,7951320 △ 1,8161460 58,200,390 9,778,470

【事業活動収支差額】 △ 4、346.160 △ 4,192.520 △ 153,640 △ 6,7421090 2,395,930

工投資活動収支の部

1投資活動収入

(1)特 定資産取崩収入

減価償却引当資産取崩収入 11000,000 2,000,000 △ 1,Ooo,ooo 1,0001000

【投資活動収入計】 1,0001000 210001000 △ 1,ooo,ooo 1,000,000

2投 資活動支出

(1)特定資産取得支出

周年行事引当資産取得支出

減価償却引当資産取得支出

退職給付引当資産取得支出

事業所建設引当資産取得支出

1,000,000 0 li000.000 1,000,000 周年行事引当特定資産として積立てる

11000,000 11000.000 0 1,000,000 減価償却引当特定資産として積立てる

1,000,000 0 1,000,000 11000.000 退職給与引当特定資産として積立てる

1,000,000 1,0001000 1,000,000 事業所建設引当特定資産として積立てる

(2)固定資産取得支出

什器備品購入支出

車両運搬具購入支出

11000,000 2,000,000 △ 11000,000 1,000,000 lt器備品(10万円以上)の取得に要する費用

600,000 △ 6001000 0

【投資活動支出計】 5,000,000 41600,000 4001000 5,000,000

【投資活動収支差額】 △ 4,0001000 △ 2,600,000 △ 1,400,000 △ 4,000,000

Ill予備費支出

予備費支出 1,000,000 1.0001000 0 1,0001000

当期収支差額 △ 9,346,160 △ 7,792,520 △ 1,553.640 △ 11,742,090 2,395,930

前期繰越収支差額 31,055,368 27,613,447 3.441.921 31,055,368 0

次期繰越収支差額 21,709,208 191820,927 11888`281 19,313,278 2,395,930
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